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脱炭素は経営の前提条件
　地球温暖化の進行や気候変動の影響が顕在化
する中、脱炭素社会の実現はもはや一部の先進
的な取組みではなく、すべての企業に共通する
経営課題となっています。エネルギーの安定供
給や原材料価格の高騰、国際的な環境規制の強
化などを背景に、環境対応は企業の持続可能性
そのものを左右する時代に入りました。
　経営者には、短期的なコストの観点ではなく、
中長期的な視点から脱炭素を経営戦略の中核に
据え、自社の事業活動を通じて社会課題の解決
に貢献する姿勢が強く求められています。

企業価値向上につなげる視点
　脱炭素への取組みは、単なる負担ではなく、
企業価値を高める大きな機会でもあります。省
エネルギー投資によるコスト削減、再生可能エ
ネルギーの活用、新たな環境配慮型商品・サー
ビスの創出は、企業の競争力の強化につながり
ます。また、環境への取組みを積極的に開示し、
ステークホルダーとの対話を深めることは、企
業の信頼性やブランド価値を高め、人材確保や
社会全体からの評価向上にも寄与します。
　脱炭素への取組みは、「守り」ではなく「攻め」
の経営として捉えることが重要です。

自然を守り
　生物多様性と共生する企業活動
　長野県は、雄大な山岳景観や清らかな水資源、
豊かな森林など、かけがえのない自然環境に恵
まれています。これらは地域の暮らしや産業を
支える基盤であり、将来世代に確実に引き継ぐ
べき共有財産です。
　企業活動においても、生物多様性への配慮や
自然資本の保全は不可欠です。森林保全への参
画、資源循環の促進、事業活動が生態系に与え
る影響の把握と低減など、地域に根差した取組
みを通じて、自然と共生する経営を実践するこ
とが求められます。

未来への責任としての環境経営
　環境保全と企業の社会的責任は、もはや切り
離せない関係にあります。脱炭素社会の実現、
生物多様性の保全、地域環境への配慮は、企業
が社会から信頼され、持続的に発展するための
基盤です。
　経営者一人ひとりが高い志を持ち、企業の枠
を超えた協力や産学官の連携を深めながら、長
野県の豊かな自然と産業が調和する未来を築い
ていくことが重要です。私たち一人ひとりが率
先して行動することで、次の世代に誇れる長野
県を創り、引き継いでいきたいと思います。

一般社団法人長野県経営者協会　会長一般社団法人長野県経営者協会　会長
（株式会社八十二長野銀行　取締役頭取） （株式会社八十二長野銀行　取締役頭取） 松下 正樹松下 正樹

脱炭素社会が拓く持続可能な信州脱炭素社会が拓く持続可能な信州
寄　稿

一般社団法人

未来に伝えよう　かけがえのない地球 エコシン長野県環境保全協会
Nagano Association for Conserving Environment

No.252（2026 初夏） 



エコシン No.252（2026 初夏） 

2

■□ あなたの箸の材質は？
　皆さんはご家庭でどのような箸を使っているで
しょうか。私が日常で使っているのは、大人用の
矯正箸です。軽い木製で扱いやすく、先端の加
工のおかげで細かい食材もしっかりつまめます。
日々、小学一年生の娘と一緒に、正しい箸づかい
を特訓中です。
　皆さんは自分の使う箸にこだわりはあります
か？ 箸も形状、色、装飾など様々ですが、選ぶ
際にはぜひ「材質」に目を向けてほしいと思いま
す。

■□ 愛着ある品で生活の中に癒しを
　家庭で使われる箸の多くは木製です。箸をはじ
めとして、木製品には、手触りの良さや温かみ、
香りなど五感で感じる魅力があります。長く使う
ほど手になじみ、艶が出て唯一無二の「自分だけ
の品」へと育っていきます。こうした愛着ある品
は生活の中に癒しをもたらします。

■□ 炭素の固まり = 木材の利用で温暖化抑制
　そして、木製品を使うという行為は「木を伐
る・使う・植える・育てる」という木材生産の循
環に参加することでもあります。木が二酸化炭素

（CO2）から固定した炭素（C）を長期間利用する
ことが、地球温暖化の抑制に貢献することになる
のです。

■□ 木材の利用で里山の保全を
　さらに、地域の木材を使用すれば、地域の森が
循環的に利用され、里山の健全な姿が保たれます。
森林が健康になることで水源が守られ、地域全体
の暮らしも豊かになります。次の世代により良い
環境を引き継ぐためにも、日常に木製品を取り入
れてみてはいかがでしょうか。

木のある暮らしで地球環境を守ろう
長野県林務部 信州の木活用課 県産材利用推進室 *

課長補佐　高橋 太郎

木の家１棟あたりの二酸化炭素（CO2）排出抑制の効果はどれくらい？

コラム

　木は成長の過程で大気中の CO2 を吸収し、それを炭素（C）として固定しています。そのため、
住宅のように木を木のまま長期間利用することは、大気中に排出された CO2 を減らすことになり、
地球温暖化防止に貢献します。木の家は第２の森林といえます。
　一般的な木の家１棟あたりの木材使用量を 20 ～ 40 ㎥と仮定すると、およそ 10 ～ 20 トン前
後の CO2 を固定する効果があります（計算式は林野庁「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量
の表示に関するガイドライン *」による）。これはガソリン自動車（燃費 15km/L と仮定）が地球
1.6 ～ 3.3 周走行する際に排出される CO2 の量に相当します。

＊現 長野県林務部 森林政策課 課長補佐

＊建築物木材への
　炭素貯蔵量
　ガイドライン

寄　稿
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中町・蔵シック館（中町・蔵シック館（松本市松本市））

東京ビッグサイト（東京都）東京ビッグサイト（東京都）

■□ つなぐ木のいのち展
　令和 7 年 10 月 18 日・19 日、中町・蔵シッ
ク館（松本市）で「つなぐ木のいのち展」が開催
され、長野県産木材を使った木工品・精油製品が
展示販売されました。匠の技が詰まった作品を通
じて、多くの来場者が信州の木の魅力に触れる場
となりました。
　現在はその取組みが引き継がれ、「NAGANO 
WOOD PRODUCT」の常設展示が「くらしふと
信州」（長野市）で行われています。県内の事業
所および木工家による多彩な木工品に触れられる
ので、訪れてみてはいかがでしょうか。

■□ WOOD コレクション（モクコレ）2026
　令和 8 年 2 月 12 日・13 日には、東京ビッグ
サイト（東京都）で「WOOD コレクション（モ
クコレ）2026」が開催されました。長野県から
は全国最多の 32 事業者・団体が参加し、精油や
家具、照明、建築資材など、多様な県産材を使用
した木製品が出展されました。一般のお客様との
交流や企業との商談で大いに賑わいました。
　展示を見ていると、県産材を使った DIY やリ
ノベーションに挑戦したくなります。私自身も我
が家のクローゼットを DIY で収納棚に改修しよ
うと、材料探しに奔走しているところです。

　長野県では「NAGANO WOOD ポータル」を開設し、県産材や木製品、薪・ペレッ
トの情報、取り扱い事業者の紹介などを掲載しています。「信州の木を使いたい」

「木工品を生活に取り入れたい」という方に役立つ情報がまとめられていますの
で、ぜひ活用してください。

NAGANO WOOD ポータル

ポータルサイト

Instagram チーム信州の木

「NAGANO WOOD PRODUCT」の常設展示「NAGANO WOOD PRODUCT」の常設展示
� in「くらしふと信州」( 長野市 )� in「くらしふと信州」( 長野市 )
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　アルプス中央信用金庫は、長野県が環境保全
活動として推進する、企業や団体、個人が里親
となって森林整備や保全活動を支援する「森

も

林
り

の里親推進事業」に賛同し、長野県、駒ヶ根市
の三者で「森

も
林
り

の里親協定」を結び、協働して
取り組んでいます。
　長野県は豊かな森林に囲まれた地域ですが、
手入れが行き届かない森林が増え荒廃が進んで
います。森林は地球温暖化防止のための二酸化
炭素吸収や自然環境の保全に重要な役割を果た
しているため、適切に管理することで、そのよ
うな環境保全の役割をより効果的に果たせます。
　我々の普段の業務活動は、森林とふれあう機
会は少ないですが、この事業を通して、森林を
持続可能な形で守り、地域社会や環境全体の健
全化を図り、地域活性化や観光促進に繋がって
いると考えています。森林の除伐、剪定、下草
刈りなどの活動により環境保全活動の一端を担
い、また、職員の家族も参加することで、職員
や家族が自然環境について体験しながら学ぶ機
会にもなるため、環境意識向上のための研修の
場にもなっています。
　これまでも菅の台西側の市有林のつつじを

切ったり、枝打ち、
下草刈り、腕ほど
の太さの枯損木の
伐倒を行うなど森
林に触れるととも
に整備を行いまし

信用金庫業界のコンクールで PR グッズ部門にて優秀賞を受賞した『エコナファイル』

（伊那支部）

た。整備後は、クラフト講師の指導の下、市有
林等周辺にて収集した葉っぱや木の実などを色
画用紙の上に自由に配置し、スマホ等で写真に
収めポストカード等にした【森のコラージュ】
作り、収集した様々な形・大きさの枝を削り、
着色し鉛筆を模した【うそっこ鉛筆】作りなど、
自然素材を活用したクラフト体験を行い、森林
に親しむ時間を過ごしたりもしています。
　これまでの活動により、目に見える成果が現
れていると思います。森林が見直され、その魅
力や価値を高め、地域社会の環境、経済、観光
等の更なる発展に繋がる活動として、今後も継
続していきます。
　さらには、当金庫ではカーボンニュートラル
への貢献、脱プラを目的に「紙製ファイル」を
製作し、エコナファイルを使用し、SDGs 活動
を積極的に推進しています。
� （営業統括部長　田中 久弘）

職員が作成した作品職員が作成した作品

「森林の里親推進事業」の様子「森林の里親推進事業」の様子

アルプス中央
信用金庫　▶︎
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ダイネックスは「好循環に挑戦～ともに生きる
社会に向かって水のもつ無限の可能性に挑む。」
という企業理念のもと、長野県を中心に水処理事
業を展開しています。事業活動のうち、プラント
メンテナンスでは、高効率な機器や運転方法のご
提案、エンジニアリングでは排水処理から再生可
能エネルギーの創出、熱や水の再利用などが可能
な効率的な物質収支を前提とした、プラントの設
計・施工をご提案しています。これらは、カーボ
ンニュートラルの理念に基づき、CO2 排出削減
に寄与していると考え、重要な取り組みと位置付
けています。

その他にも、環境負荷の低減に取り組んでいる
我が社の本社社屋は、ゼロエネルギーを目指して
設計されました。高断熱な建築構造をはじめ、太
陽光発電設備による電力の自家消費と蓄電池利用

を併用することにより消費電力の削減を行ってい
ます。また、その電力を電気自動車にも利用して
います。蓄電池と電気自動車の電力を使用して災
害時の停電にも対応し、地域の皆さまの防災拠点
としてもお役立ていただきます。

冷暖房システムは再生可能エネルギーである地
中熱利用を採用し節電に繋げています。この地
中熱利用は SDGS が掲げる 17 のゴールのうち 7
つに貢献することができます。また、全事業所の
照明を LED 化するなど社内全体で CO2 削減に取
り組んでいます。

今後とも、長野県の水環境を守る一助となるべ
く尽力してまいります。

（総務部　宮島 真紀）

ダイネックス株式会社 （飯田支部）

〈地中熱利用冷暖房システム〉
地中熱とは

地中熱システム冷暖房の仕組み

〈自家消費型太陽光発電設備〉

地中熱利用の冷暖房設備地中熱利用の冷暖房設備
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廃棄物が出ないみそづくり
みそは大豆・米・食塩から作られますが、使っ

た原料のすべてが製品になります。「搾りかす」
のような廃棄物が出ません。その意味で、もと
もと環境に配慮された食品だと言えるかもしれ
ません。

はかり売りからピロー包装・カップ包装へ
冒頭にご紹介したのは、明治中期のみその販

売の様子を古老が語り合っているシーン。古き
良き時代という感じがしますが、実はこのよう
な「はかり売り」は戦後まで続きました。昭和
30 年代にスーパーマーケットが登場し、セルフ
販売が一般化してからみその包装の歴史が始ま
ります。

そのときに生まれたのが「ピロー包装」。ピロー
＝枕のようなかたちをした袋詰めみそです。袋
にメーカー名や宣伝コピーが書けるようになり、
みそのマーケティングが大きく進歩したことも

あってこの包装は大いに広まりました。
しかし昭和 50 年代後半になると、使いやすい

「カップ包装」が登場。瞬く間に市場を席巻し、
現在も店頭のみその多くがカップ包装なのはご
存じの通りです。

プラスチック使用量を減らす
しかし、カップ包装にはプラスチック使用量

が多いという欠点があります。その量はピロー
包装の約４倍（下図左）。そんなことから、当社
ではピロー包装のみその販売に注力しています。
パッケージにはプラスチック使用量がカップ包
装の 4 分の 1 であることを表記。また、ピロー
包装の「使いにくさ」を改善するために保存容
器入りの商品を販売し、使い方を提案したこと
もあります（下図右）。SNS でも使い方のコツを
配信し、ピロー包装のファンづくりに注力して
います。

そして現在。大手みそメーカーの売上に占め
るピロー包装の比率は 7 ～
15％程度（日刊経済通信社
調べ）なのに対し、当社はピ
ロー包装の比率が 49％。当
社製品は環境保全意識の高い
ユーザーに選ばれているので
はないかと自負しているとこ
ろです。

さすがに明治のはかり売り
の時代に戻るのは無理です
が、日々の食卓を支えるみそ
の包装はできるだけ簡素であ
りたいもの。そんな思いで、
今日もおいしいみそ作りに励
んでいます。
� （取締役社長　藤森 伝太）

「カラカサを修繕する人が下諏訪の承
しょう

知
ち

川
がわ

のすぐ先のところにあって、そこに行って
 とった紙を買ってきましてね。それを切って、それへ味噌を包んで渡したんです」

「そのころは新聞などもない時代だったから」
「それで少したったら、その上に新聞をかけてやるのはていねいだということに
 なったんです」

「わしらの時分はキョウギだったねえ」
「いや、それからキョウギになったんです」
　　　　　　 （『タケヤ味噌百年史』319 ページより引用）

しょう

株式会社 竹屋 （諏訪支部）
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「地球はね　いのちを乗せて走るふね」
これは 2002 年に開催された「ながの環境フェ

ア」の「エコ川柳展」に寄せられた小学生の作品
です。当時、私はリフレッシュプラザに勤務し、
ながの環境フェア事業を担当していました。「か
けがえのない地球を汚さないように、きれいにし
よう」というメッセージを多くの人に伝えようと、
エコかるた制作委員会が立ち上がりました。応募

された川柳から 46 首を
選び、かるたの絵は地元
の長野市立大豆島小学校
に依頼。子どもたちは川
柳に込められた環境への
思いを絵に描いてくれま
した。読み札と絵札が揃っ
た立派な「エコ川柳かる
た」が完成しました。

＊「エコ川柳かるた」は長野県環境保全協会の助成で作成しました。

大豆島小学校でのプラごみ学習
20 年後の 2022 年、私が所属している NPO

法人みどりの市民では、「信州環境カレッジ」学
校講座に、“映画「マイクロプラスチックストー
リー」を見て、考え、行動しよう”というプロ
グラムを登録。この映画は、ニューヨーク市の
小学校 5 年生がプラスチック汚染問題を学び、
解決に向かってアクションを起こしていく 2 年
間を追ったドキュメンタリーです。

2025 年、大豆島小学校４年生のクラスがこ
のプログラムに応募しました。彼らは、環境に
関心を持ち、近くの公園のごみ拾いをはじめて、
プラスチックごみの多いことに気付いたのです。

大豆島小学校での「エコ川柳かるた」学習
私は 23 年前の「エコ川柳かるた」のことを思

い出し、担任の先生に伝えました。すると、驚
くことに、当時、かるたの絵を描いた子どもた
ちが親となり、その子どもが現在のクラスに 2
名もいたのです。大豆島小学校の子どもたちは、
親たちが作った「エコ川柳かるた」で遊びながら、

「新たな時代のエコ」について学んだといいます。
「マイクロプラスチックストーリー」の映画

を観た子どもたちは、エコ活動をさらに進めよ
うとしています。私は、みどりの市民にあった 2
セットのかるたをプレゼントしました。「かるた
は大豆島小学校の財産になります」と大変喜ば
れました。

世代をかけるエコ活動
23 年前の活動が世代を越えて繋がったことに

私は感動を覚えました。環境問題が深刻化する
時代だからこそ、この「世代を越えた繋がり」は、
私たちにとって確かな希望です。過去の努力が
未来に繋がる感動を体験できたことは、私にとっ
て何物にも代えがたい宝となりました。

世代をかけるエコ活動
渡辺ヒデ子 （ NPO 法人 みどりの市民 ）

映画『マイクロプラチックストーリー』で学習する映画『マイクロプラチックストーリー』で学習する
大豆島小学校の 4 年生　2025 年 11 月 17 日（月）大豆島小学校の 4 年生　2025 年 11 月 17 日（月）

2002 年当時、国内では汚染が環境問題の中心でした。
1999 年、テレビ番組が、ある地域の農作物からダイオキ
シンが検出されたと報道し大きな問題となりました（現在、
ダイオキシンは法整備と技術開発により発生が抑制されて
います）。

当時はまだ、気候の変化は実感として人々に感じられる
ほどではなく、生物多様性の危機も３つ（開発による直接
改変・自然利用の減少・外来生物）となっていて、その後
追加された第４の危機（気候の変化）は、さほど強調され

環境問題の20年とエコ川柳かるた環境問題の20年とエコ川柳かるた

寄　稿

コラム
てはいませんでした。また、マイクロプラスチック汚染も、
世間を賑わすようになるのは 2010 年代以降です。

そのため、「エコ川柳かるた」の話題も、およそ半数（22
首）がごみや資源利用削減の問題、4 分の 1（11 首）は
大気・河川等の汚染問題で、自然保護が 6 首、地球温暖化
は 2 首だけです。

しかし、自然資源を大量に消費し廃棄する社会構造自体
は今も変わってはおらず、環境問題は継続しています。

エコ川柳かるたが不要になる日は、来るのでしょうか？
（陸）



■推進員派遣事業とは…
県内で開催される地球温暖化防止に関するイベン

ト・セミナー・出前授業に県温暖化防止活動推進員
を派遣し、地球温暖化の原因や現状に加え、「デコ活」
をはじめとした身近な対策に関する情報を提供する
事業です。

令和 7 年度の派遣回数は計 23 回、参加者数は
1,724 人で、いずれも昨年度から増加［右図］。県
民の皆さんの地球温暖化に対する関心の高まりによ
り、推進員の活躍の場が広がっています。
■今年は「買・食」が人気！

地域別では、久々に木曽圏域での講座が開催され
るなど、県内全域からの派遣依頼がありました。中
でも、町内の全小学校を対象とした環境教育講座（富
士見町）や、「うちエコ診断」を紹介する講演（原村・
岡谷市）など、諏訪圏域での活動が特に多かった印
象です。

取り上げたデコ活テーマとしては、コープながの
とコラボしたエコクッキングワークショップ（長野・
佐久・塩尻・飯田）など、「エコクッキング・エシカ
ル消費・ごみ削減（買・食）」に関する講座が多く開
催されました。
環境イベント開催をご検討中の皆さまへ

「地球温暖化についてわかりやすく教えて
ほしい」「省エネについて詳しく知りたい」「環
境イべントの運営スタッフをお願いしたい」
など、ご要望に応じて推進員を派遣いたしま
す。ぜひ本事業をご活用ください！ご依頼お
待ちしております＼ (^o^) ／

写真／【上左】エコ・クッキング実演2025/10/14コープデリ長野センター（宮原則子推進員）【上右】八ヶ岳自給圏をつくる会
　　　「うちエコ診断」2025/6/1（中村秋男推進員）【下】富士見町立富士見小学校6年生 学習会　2025/11/12（宮澤信推進員）

推進員
派遣事業

お
知
ら
せ

長野市地球温暖化防止活動推進
センター（市センター）業務終了

◇
　３/31 付で市センターは業務
を終了しました。
　これまでのご利用、ご協力、
誠にありがとうございました。

訂
正

『エコシン』251 号（2026 春）の p.2（左段の中程）に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
○誤　「 ・・また、１９８０年代になると、メタン発酵・・」　→　○正　「 ・・また、１９70 年代になると、メタン発酵・・」

人
事
異
動

3
/
31
付
退
職

早川 隆一（協会事務局長）
小野 篤男（市センター事務局長）
村上 正次（市センター事務局）
河
か わ ち

内 良平（県センター主任） 長野県庁へ帰任
4
/
1
付
就
任

会津 英昭（参事）　協会事務局長
込山 秀一　　　　  協会総務部長
小椋 大輔  県センター主査（長野県より出向）
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株式会社　竹内製作所
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